
平成２９年度 物理基礎[２年]

教科（科目） 理科（物理基礎） 学科（コース）・学年 全学科・２年生

使用教科書 改訂版 物理基礎 （数研出版）

副教材等 ゼミナール物理基礎（浜島書店）

履修単位（時間） ２単位（７０時間） 履修条件 必修

１．学習目標

物理的な事物・現象についての観察、実験などを行い、自然に対する関心や探究心

を高め、物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに基本的な概念や原理・法則

を理解させ、科学的な自然観を育成する。

２．指導の重点

① 自然現象に対して興味・関心を高め、疑問点を主体的に見いだそうとする意欲

を

もたせることを目指す。

② 観察・実験等、科学の方法の習得と科学的思考力の育成及び科学的に考える態

度

の育成を目指す。

③ 物理の学習を通して自然の事物・現象に関する知識・理解を深め、自然を探究

す る能力を身に付け、科学的な自然観を育てることを目指す。

３．学習の計画

学期 学習内容 学習のねらい 学習活動（評価方法）

１ 学 第１編 運動とエネルギー 運 動 と エ ネ ル ギ ・定期考査

期 第１章 運動の表し方 ー に つ い て の 基 礎 ・課題の提出

１．速度 的な ・実験レポートの提出等

２．加速度 考 え 方 を 見 に つ け ・ 出 席 状 況 と 授 業 の 取 り 組

３．落下運動 る み

第２章 運動の法則

１．力とそのはたらき １ ． 直 線 上 を 動 く

２．力のつりあい 物

体 の 運 動 を 正 確

２ 学 ３．運動の法則 に 表 す 方 法 を 身 ・定期考査

期 ４．摩擦を受ける運動 につ ける。 ・課題の提出

５．液体や気体から受け ・実験レポートの提出等

る 力 ２ ． 様 々 な 力 の 性 ・ 出 席 状 況 と 授 業 の 取 り 組

発展 質 や 、 力 が 働 い み

１剛体にはたらく力のつ た 場 合 の 物 体 の

りあい 運 動 に つ い て 学

Ａ 剛体にはたらく力 ぶ

Ｂ 力のモーメント

Ｃ 剛体のつりあい ３ ． 仕 事 や 仕 事 を

Ｄ 剛体にはたらく力の す る 能 力 と し て

合成 の 力 学 的 エ ネ ル

ギ ー に つ い て 学

ぶ。

３ 学 Ｅ 偶力 ・定期考査

期 Ｆ 重心 「 物 理 」 に 含 ま れ ・課題の提出

学番 ８ 新潟県立新潟工業高等学校



学番 ８ 新潟県立新潟工業高等学校

Ｇ 傾かない条件・転倒 る 発 展 的 内 容 に つ ・実験レポートの提出等

しない条件 いても学ぶ。 ・ 出 席 状 況 と 授 業 の 取 り 組

み

第 ３ 章 仕 事 と 力 学 的 エ ネ

ル ギー

１．仕事

２．運動エネルギー

３．位置エネルギー

４．力学的エネルギーの

保存

４．評価規準と評価方法

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

物 理 的 な 事 物 ・ 物 理 学 的 な 事 物 ・ 物 理的な 事象・ 現象 物 理 的 な 事 物 ・ 現

現 象 に 関 心 や 探 求 現 象の 中に問題 を見 に 関する 観察、 実験 象 に 関 す る 基 本 的

心 を も ち 、 主 体 的 い だし 、探求す る過 な どを行 い、基 本操 な 概 念 や 原 理 ・ 法

に 探 求 し よ う と す 程 を通 して、事 象を 作 を習得 すると とも 則 に つ い て 理 解 を

る と と も に 、 科 学 科 学的 に考察し 、導 に 、それ らの過 程や 深 め 、 知 識 を 身 に

的 態 度 を 身 に つ け き 出し た考えを 明確 結 果を的 確に記 録、 つけている。

ている。 に表現している。 整 理し、 自然の 事物

・ 検証を 科学的 に探

求 する技 能を身 につ

けている。

具体的な評価の対象

・定期考査

・授業中配布するプリントの達成状況と提出

・実験の取組姿勢とレポートの提出

・出席状況と授業の取組姿勢

５．その他（留意すべき点・担当者からの一言）

高校の物理の目標は、物理学の基本概念、原理・法則の理解と物理学的な見方や考

え方を習得することにあります。物理学が数学とともに他の自然科学、とくに工学分

野の基礎を担っていることから工業高校の生徒にとって、とても大切な科目です。こ

の物理の学習を通して工学の基礎・基本について幅広い知識を身につけてください。
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